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所収遺跡名 所在地 市町村コード 遺跡番号 北緯 東経 期間 面積 調査原因

宇治市街遺跡
（宇治妙楽 13-1）

宇治市宇治妙楽
13-1 26204 108-1

34°
53′
14″

135°
48′
24″

050418
～

050523
100 ㎡ 宅地造成

妙見古墳 宇治市菟道妙見
9-3 26204 106

34°
53′
33″

135°
49′
02″

050411
～

050527
327 ㎡ 宅地造成

木幡古墳群
（木幡南山畑 8 他）

宇治市木幡南山畑
８他 26204 26

34°
55′
14″

135°
48′
11″

050830
～

051004
450 ㎡ 宅地造成

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

宇治市街遺跡
（宇治妙楽 13-1） 集落 江戸 ･ 平安 流路 ･ 礎石建 ･

土壙 ･ 溝

陶器 ･ 磁器 ･ 瓦 ･
土器 ･ 鉄製品 ･
木製品 ･ 骨
コンテナバット 70 箱

江戸前期の良好
な遺構 ･
遺物出土

妙見古墳 散布地 近世 溝 ･ 耕作溝
陶器 ･ 磁器 ･ 瓦 ･
土器
コンテナバット 2 箱

木幡古墳群 
（木幡南山畑 8 他） 古墳 古墳後期

古墳周溝 ･
土壙墓・土壙 ･
掘立柱建物

埴輪 ･ 須恵器 ･ 鉄鏃
コンテナバット 15 箱 未知の古墳検出

成 果 要 約

　宇治市街遺跡 ( 宇治妙楽 13 － 1) の発掘では、江戸時代初頭の流路跡とその流路を埋め
立て造成し宅地化した状況を確認した。江戸前期におさまる元禄 11 年（1698）の宇治郷
大火によって、実態が不明となった茶師全盛期である江戸前期宇治を考える上で良好な資
料となった。
　妙見古墳については顕著な遺構 ･ 遺物の検出はなかったが、わずかな出土遺物ではある
が周囲に遺構の存在を彷彿とさせる資料が得られた。
　木幡古墳群では古墳の周濠と思われる溝 1 条と土壙墓 1 基・掘立柱建物１棟等を検出し
た。また残りは悪いながらも多種にわたる埴輪片が出土し、古墳の形状はとどめていない
がかつて当地に存在したこれらの埴輪を有した古墳の実態を理解する上でも貴重な成果と
なった。
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